
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜市では、2030 年のカーボンハーフ達成、2050 年の脱炭素社会の実現に向け、「市民の行動変

容」 、「事業者の行動変容」、「市役所の率先行動」、「脱炭素イノベーション」の４つの柱をパッケージとして

様々な脱炭素施策に取り組んでいます。 

このたび、脱炭素社会の実現に向けて、あらゆる脱炭素・環境施策を加速していくため、市民・事業者の

皆様と一丸となって推進していくスローガン「YOKOHAMA GO GREEN」を策定しました。あわせて、 

ロゴマークを制作しましたので、お知らせします。 

 

 

 

 「GO GREEN」は「環境に優しい行動をとる」という意味があり、地球を守るために脱炭素（地球温暖

化）から生物多様性まで広く訴えかけるワードです。 

 今回のスローガンは、2050 年の脱炭素社会の実現に向け、市と市民・事業者の皆様が一丸となっ

て、脱炭素・環境施策を推進するための合言葉として、策定しました。 

 脱炭素施策を始め、生物多様性、資源循環等、脱炭素社会の実現につながる環境施策全般のスロー

ガンとして設定します。 

 

 

 

 「YOKOHAMA GO GREEN」を未来に向かって広げていく、波及させていく、というイメージを動きの  

あるタイポグラフィーとシェイプで表しています。 

脱炭素・環境に係る様々なシーンで活用できるよう、複数パターン作成しました。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

令 和 ６ 年 ９ 月 1 8 日 
脱炭素・GREEN×EXPO 推進局 
脱炭素ライフスタイル推進課 

2 ロゴマーク 

裏面あり ※主に CO2 の削減に繋がる活動等に

おいて使用 

1 「YOKOHAMA GO GREEN」について 



 

 
 

 

 

 

 ロゴマークは、脱炭素行動、緑の保全活動等、脱炭素・環境に関する様々な取組を行う事業者、団体の

皆様や地域の皆様も、営利目的でない場合などはお使いいただくことが可能です。ぜひご活用くださ

い。 

 使用を希望する場合は、要綱及びガイドラインをご確認いただき、使用申請書をご提出ください。 

 要綱・ガイドライン、申請書の様式等の詳細は下記ホームページをご覧ください。 

URL：https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/ondanka/ra/YGG.html 
 

 

お問合せ先 

脱炭素・GREEN×EXPO 推進局脱炭素ライフスタイル推進課長  雨堤 久美  Tel 045-671-2477 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 ロゴマークの使用について 


